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「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
和
牛
熟 じ
ゅ
く」、
環
境
に
配
慮
し
次
世
代
に
続
く
畜
産
を
め
ざ
す

株
式
会
社
熟
豊
フ
ァ
ー
ム
（
大
東
町
）

　
株
式
会
社
熟
豊
フ
ァ
ー
ム
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
和
牛
は
、
長
い
年
月
を
生
き
た
母
牛
を
、
丹
念
に
再
肥
育
さ
れ
た
和
牛
で

す
。
ほ
ど
よ
い
脂
と
和
牛
本
来
の
風
味
を
感
じ
ら
れ
、
若
牛
と
は
違
っ
た
濃
い
味
わ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
飽
き
ず
に
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
お
肉
で
す
。

　
現
在
は
雲
南
市
の
他
に
国
内
３
か
所
に
牛
舎
を
構
え
、
約
1,000頭

を
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
だ
け
で
な
く
海
外

か
ら
も
注
目
さ
れ
、
約
30ヵ

国
に
輸
出
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
は
「
持
続
可
能
な
」「
ず
っ
と
続
け
て
い
け
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。

※
詳
細
は
株
式
会
社
熟
豊
フ
ァ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
　
https://jukuhofarm

.com
/



農地法の許可申請書、届出書の様式は農業委員会ホームページ（左記二次元コード）に掲載しています。

＜農地法の手続き＞
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雲
南
市
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る

意
見
書
回
答
（
要
旨
）

な
が
る
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
国
で

は
農
産
物
・
食
品
の
価
格
に
合
理
的
な
コ
ス
ト

を
反
映
す
る
こ
と
を
関
係
者
の
「
努
力
義
務
」

と
す
る
食
料
シ
ス
テ
ム
法
が
本
年
４
月
に
施

行
さ
れ
ま
す
。
生
産
現
場
の
コ
ス
ト
が
価
格
へ

適
切
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ

り
、
市
と
し
て
も
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進

と
農
家
の
所
得
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

地
域
を
守
る
取
り
組
み
の
支
援
に
つ
い
て 

　

地
域
で
担
い
手
と
な
る
法
人
化
の
支
援
、

既
存
の
法
人
・
集
落
営
農
組
織
等
に
対
す
る

経
営
改
善
支
援
、
認
定
農
業
者
な
ど
か
ら
の

個
別
相
談
、
市
外
か
ら
の
経
営
体
の
参
入
に

係
る
案
件
の
情
報
提
供
な
ど
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
有
効
な
事
業
を
活
用
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

若
い
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て 

　

市
が
設
置
し
て
い
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

で
、
県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
新
規

就
農
希
望
者
の
相
談
や
発
掘
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、「
就
農
さ
れ
る
ま
で
の
農
業

研
修
に
専
念
で
き
る
よ
う
な
生
活
支
援
」、

「
新
た
に
就
農
し
た
後
の
経
営
確
立
ま
で
の

支
援
」
と
い
っ
た
事
業
を
国
、
県
と
市
が
一

体
と
な
っ
て
実
施
し
、
本
市
に
お
け
る
新
た

な
就
農
者
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

価
格
高
騰
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て 

　

令
和
７
年
度
は
国
の
事
業
を
活
用
し
て
農

協
共
販
青
果
物
出
荷
に
係
る
輸
送
費
高
騰
分

に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
も
農

　
農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
10
月
、
令
和
８

年
度
の
雲
南
市
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
意

見
書
を
石
飛
市
長
へ
提
出
し
、
３
月
12
日
に

意
見
書
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
回
答
書
の
概
要
に
つ
い
て
、
主
な
事

項
を
次
の
と
お
り
掲
載
し
ま
す
。

 

生
産
者
へ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て 

　

現
在
は
人
材
の
確
保
が
で
き
て
い
な
い
状
況

で
す
。
市
と
し
て
は
営
農
指
導
員
の
必
要
性

を
認
識
し
て
い
る
の
で
、
現
状
を
踏
ま
え
た
上

で
、
令
和
８
年
度
は
Ｊ
Ａ
雲
南
へ
営
農
指
導
業

務
・
支
援
体
制
な
ど
を
委
託
す
る
予
定
で
す
。

 

農
家
所
得
の
確
保
に
つ
い
て 

　

市
と
し
て
は
農
家
の
安
定
的
な
経
営
に
つ

意見交換の様子

回答書提出

業
機
械
を
は
じ
め
と
し
た
農
業
資
材
な
ど
の

価
格
の
高
止
ま
り
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

 

農
地
の
集
積
・
集
約
に
つ
い
て 

　

国
の
方
針
で
は
農
地
の
集
約
化
が
重
要
視

さ
れ
て
お
り
、
令
和
８
年
度
以
降
の
事
業
に

お
い
て
集
約
化
に
対
す
る
支
援
策
が
充
実
し

て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
国
の
支
援

を
活
用
し
な
が
ら
集
約
化
を
進
め
、
担
い
手

の
営
農
効
率
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

 
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て 

　

狩
猟
免
許
の
取
得
支
援
、
国
の
交
付
金
、

市
単
独
事
業
の
侵
入
防
止
柵
の
助
成
、
ま
た

は
農
地
に
近
づ
か
せ
な
い
対
策
に
つ
い
て
の

学
習
会
を
開
催
し
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
農
業
被
害

の
大
半
を
占
め
る
イ
ノ
シ
シ
対
策
を
は
じ

め
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
へ
の
対
策

も
強
化
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
予
算
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
支
援
制
度
の
継
続
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

 

基
盤
整
備
の
促
進
に
つ
い
て 

　

土
地
改
良
事
業
に
お
い
て
は
、
地
元
負
担

金
や
営
農
組
合
等
の
確
保
な
ど
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
事
業
の
取
り
組
み
に
対
し

て
地
域
で
の
合
意
形
成
が
必
要
で
あ
り
、
ま

ず
は
基
盤
整
備
の
要
望
が
あ
る
地
域
を
優
先

し
、
関
係
部
局
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
ま
す
。

 

畜
産
振
興
に
つ
い
て 

　

将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
発
展
し
て
い
く
た

め
の
新
た
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
既
存
農
家
の
規
模
拡

大
や
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
る
効
率
化
・
省

力
化
の
推
進
に
よ
り
経
営
継
続
に
資
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
、
子
牛
市
場
へ
の
上

場
頭
数
の
維
持
・
拡
大
に
つ
な
げ
、
繁
殖
か

ら
肥
育
ま
で
の
一
貫
飼
育
で
生
産
さ
れ
る
「
奥

出
雲
和
牛
」
の
更
な
る
振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

 

地
域
課
題
の
解
決
に
つ
い
て 

　

日
本
型
直
接
支
払
制
度
で
行
わ
れ
る
協
議

の
場
や
農
業
委
員
の
協
議
の
場
を
、
交
付
金
事

業
と
農
業
委
員
会
業
務
の
情
報
共
有
の
場
と

な
る
よ
う
に
、
地
域
自
主
組
織
や
自
治
会
、
地

域
の
活
動
団
体
な
ど
も
対
象
者
と
し
て
加
わ
っ

て
も
ら
え
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　

意
見
書
に
対
す
る
回
答
書
は
、
農
業
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度

農委だより



全国農業新聞を読みませんか？
　毎週発行月額　　700円（送料、税込み）　申し込みは　農業委員会まで。3

 ３．特記事項 
⑴機械や育苗の運送経費は別途双方協議のうえ決定する。
⑵田植作業や籾摺作業の際、補助者が必要な場合は委託者負担とする。
⑶コンバインなどによる作業の際、稲の倒伏程度により１割倒伏・１割加算の基準で、双方協議のうえ料金を加算する。
⑷深耕、稲わらの処分など、一覧表に無いものは別途双方協議のうえ決定する。
⑸色彩選別のみの作業の際は、別途双方協議のうえ料金を加算する。
⑹農作業料金に影響を及ぼす事態が生じた場合は、雲南市標準農作業料金検討協議会で協議し、決定した事項
については広報などで周知することとする。

 ４．ほ場条件 
※ほ場一区画の面積が10a以上、おおむね乾田であるほ場での作業を想定して料金を算定した。
※ほ場の「軟弱」の程度、「不整形」、「湿田」の圃場は、おおむね１割加算の基準で双方協議のうえ料金を決定する。

～令和８年度　雲南市標準農作業料金等一覧表～～令和８年度　雲南市標準農作業料金等一覧表～
雲南市標準農作業料金検討協議会において、次のとおり決定しましたのでお知らせします。

★　この料金はあくまで標準の料金です。作業条件などにより双方協議のうえ決定してください。
★　備考欄や３．特記事項、４．ほ場条件に記載してある事項については、それぞれの実情に応じて決めてください。
★　ここに定めのない農作業については双方協議のうえ行ってください。
★　この標準農作業料金等は、４月１日から適用します。

≪令和８年４月１日改定≫

 １．農作業賃金 � 雲南市標準農作業料金検討協議会
作業区分 種　別 単位 金額　（円） 備　　　　考
農 作 業 一般農作業 1日 8,800

 ２．農作業料金 � ※表中の赤字表記は昨年度から金額変更がある部分です。

作業区分 種　別 単　位 金額　（円） 備　　　　考消費税込み 消費税抜き
耕　　　起 10ａ 9,075 (8,250) ・ほ場周囲の機械作業が困難な場所の作業は委

託者が行う
・通し代とは、荒代、植代を同一人が受託して
行う作業である

代　掻　き
荒　　　代

10ａ
3,905 (3,550)

植　　　代 6,545 (5,950)
通　し　代 10,450 (9,500)

畦　塗　り 1m 73 (66) ・機械作業	

機械田植 一般田植機 10ａ 10,120 (9,200) ・肥料は別料金	
・枕地の手植え、欠株の補植は委託者が行う側条施肥型 10,670 (9,700)

育　　苗 硬　化　苗 1箱 1,320 (1,200) ・種子代を含む
防　　  除 10ａ 2,750 (2,500) ・農薬は別料金

刈　　取 コンバイン 10ａ 25,300 (23,000) ・籾運搬費は別途

乾　　燥
18.0％以下

30㎏
451 (410)

18.1％～ 30.0％ 1,001 (910)
30.1％以上 1,100 (1,000)

籾　　摺　　り 30㎏ 660 (600)
色　彩　選　別 30㎏ 440 (400) ・籾摺りからの一連の作業料金　※色彩選別のみの作業については特記事項（５）参照

地　目 地域名 平均額 最高額 最低額 筆数 【参考】使用貸借（無償）筆数

田
（水稲）

雲南市全域 6,800円 14,600円 1,500円 312（71） 535
大 東 町 8,300円 14,600円 4,300円 105（10） 317
加 茂 町 5,200円 9,000円 3,000円 97（  0） 50
木 次 町 1,500円 1,500円 1,500円 8（  0） 54
三 刀 屋 町 4,000円 9,700円 1,900円 29（29） 73
吉 田 町 11,000円 14,300円 3,000円 43（30） 33
掛 合 町 4,400円 8,600円 3,000円 30（  2） 8

畑 雲南市全域 4,500円 5,300円 2,500円 15（  0） 43
＜（　）内は物納数：10a、1反あたり＞

≪令和７年１月〜12月公告分≫
雲南市賃借料情報 令和７年（１月～12月）に締結された賃貸借における10a当りの賃借料は

次のとおりでした。

農委だより
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編 

集 

後 

記

　

最
近
、
県
内
外
へ
出
か
け
る
た
び
に
、
車
窓
か
ら

見
え
る
景
色
が
変
わ
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
家

の
周
り
は
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
で
囲
ま
れ
、
10
ア
ー

ル
ほ
ど
の
田
畑
は
荒
れ
、
川
を
流
れ
る
水
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
農
繁
期
以
外
は
、
も
は
や
人
々
の

姿
を
見
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

半
世
紀
前
、
各
家
庭
か
ら
は
囲
炉
裏
や
お
風
呂
の

煙
が
も
く
も
く
と
上
が
り
、
日
中
は
人
々
が
忙
し
く

動
き
回
り
、
山
や
田
畑
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
刈
払
機
の

音
で
に
ぎ
わ
い
、
人
影
も
あ
り
ま
し
た
。
鳥
獣
被
害

も
こ
こ
最
近
の
話
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
や
イ
ン
フ
ラ
は
、都
会
の
生
活
と
同
じ
よ
う
に
、

電
気
が
な
い
と
暮
ら
せ
な
い
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

会
社
の
休
み
も
増
え
、余
暇
の
時
間
が
増
え
ま
し
た
。

荒
れ
た
土
地
を
利
用
し
て
気
軽
に
家
庭
菜
園
を
し
た

り
、
あ
る
い
は
本
格
的
に
水
稲
栽
培
を
し
た
り
、
少

し
ず
つ
で
も
地
産
地
消
を
め
ざ
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
。

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
り
く
り
ゅ
う
ペ
ア
も

「
お
米
が
一
番
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
お
米
の
消
費
が
も
っ
と
広
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
お
米
は
基
本
的
に
無
添
加

で
す
。
健
康
志
向
の
方
々
に
も
喜
ば
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

半
世
紀
前
の
よ
う
な
生
活
に
は
戻
れ
ま
せ
ん
が
、

農
業
が
「
き
つ
い
」、「
汚
い
」、「
稼
げ
な
い
」
の
３

Ｋ
か
ら
、
今
で
は
「
や
り
が
い
」、「
役
立
つ
」、「
夢

が
あ
る
」
の
３
Ｙ
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
期
待

も
感
じ
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
40
歳
代
以
下
の
若
い
世

代
に
と
っ
て
は
、
農
業
は
未
経
験
の
世
界
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

以
前
の
編
集
後
記
で
も
「
農
業
を
も
う
一
つ
の
趣

味
に
入
れ
て
み
て
は
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
定
年
を

迎
え
る
皆
さ
ん
や
新
た
に
趣
味
を
広
げ
た
い
皆
さ

ん
、
第
二
の
人
生
に
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。�

（
Ｈ
・
Ｈ
）
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検索詳しくは…

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！

一定の要件を満たす方には、月額最大１万円の保険料補助

加入で大きな節税効果！保険料は全額社会保険料控除の対象

農業者年金基金

※詳しくは農業委員会かお近くのJAへ！

年間60日以上
農業に従事

国民年金
第１号被保険者 60才未満

加入
資格

終身年金
で

安心！

農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金
「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

令和４年から改正されました。
①３５歳未満の方は保険料下限額が２万円⇒１万円に引き下げ。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一定の要件あり）
②年金受給開始時期が選択できます。（６５才以上７５才未満で選択）
③６５歳まで加入できます。（国民年金任意加入者のみ）

女性委員監修 ガイドブック vol.４

「畑のお野菜活用 BOOK」
を発行しました！

　今回は、家庭の畑でもおなじみの野菜たちのおいしい
活用方法をご紹介します。
　家庭菜園で採れた野菜。ご近所の方からお裾分けで
もらった食材。旬のものは特にみずみずしくておいしい
ですが、時に食べ切れなかったりメニューに飽きてし
まったりということはありませんか。

　そんな時にはこのガイドブックをご活用ください。女性委員が
実際に各家庭で作っているお薦めの調理方法や、食材を長持ちさ
せる保存方法を掲載しています。

　「畑のお野菜活用BOOK」や過去のガイドブック
は、農業委員会窓口に設置しているほか、市ホー
ムページからもご確認いただけます。

＜市ホームページ＞＜市ホームページ＞

雲南市女性農業委員／農地利用最適化推進委員雲南市女性農業委員／農地利用最適化推進委員

農委だより


